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A 
本製品を安全に、また正しくお使いいただくために

必ず本取扱説明書をお読みください。

お読みになった後も大切に保管してください。

株式会社qn司r:q



!ま じ め

このたびは本製品をお買い上げいただ、き、ありがとうございました。

この取扱説明書は、グラYド孟てえの取扱方法と使用上の注意事項について記載しておりま
す。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱いただ

き最良の状態でご使用ください。

.お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。

.製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください0

.この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売庖または当社

にご注文ください0

.本書は、 E圏として製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。

.なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。

その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合がごさいますので、あらかじめ

ご了承ください。

.ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げの販売屈または当社にご相談

ください。

A警告サイン

A 印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですのでよく読んで必ず
お守りください。

A危険

A警告

A注意

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる

ものを示します。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ

るものを示します。

その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示

します。
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A安全に作業するために

取扱説明書と本機に貼つであるA表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し
た上で使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して

ください

機械を他人に貸すとき、または他人が運転するときは、運転方法を指導し、本書も貸与

し必ず読んでもらってください。

次の項目に該当する場合は本機を使用

しないでください。

・飲酒したとき。

.過労・病気・薬物の影響・その他の埋

由により正常な運転ができないとき。

・妊娠しているとき。

.取扱方法を熟知していない人。
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( 2 )使用する人の服装

機械に巻き込まれたり、滑って転倒し

たりする事故を予防するため、首巻き

・腰タオルをしないで、ヘルメット・

滑り止めの付いた靴を着用し、だぶっ

きのない作業に適した服装で安全な作

業をしてください。

( 3 )積載量の厳守

本機は、積載量を限定しています。

表示以上の積み過ぎは危険です。

積載量は平地で、600kg、傾斜地作業は

最大傾斜10度までとし、そのときの積

載量は480kgで、す。

( 4 )機械の改造厳禁

純正部品や指定以外の部品を取付けな

いでください。

また、改造をしないでください。

3仁 ~ 

改造ダメ

⑨ 'Ji< 

( 5 )使用目的以外への使用禁止

本機は、農業用肥料を散布することを

目的とした機械です。

他の目的には使用しないでください。



A安全に作業するために
( 6 )機械を他人に貸すとき

取扱方法をよく説明して、使用前には

『取扱説明書』を必ず読むように指導

してください。

( 7 )運転者以外に人を乗せない

本機の乗車定員は 1名です。運転者以

外の人を乗せないでください。

2.点検・重費量:l，.;てきぎさい
( 1) 1年毎の定期点検・整備を

整備不良による不具合や事故を防止す

るために、 1年毎に定期点検・整備を

受け、機械が最良の状態で作業ができ

るようにしてください。

( 2 )作業前の点検・整備を忘れずに

ご使用になる前と後には必ず点検・整

備を行ってください。

( 3 )点検・整備・掃除をするとき

点検・整備・修理・掃除をするときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で、

エンジンを停止し、駐車ブレーキまた

は車止めをしてから行ってください。

(4 )点検・整備は加熱部分が冷めてから

マフラやエンジンなどの加熱部分が十

分に冷めてから点検・整備してくださ

い。守らないと火傷する恐れがありま

す。

( 5 )慣性回転に注意

クラッチを切ってもスピンナーは慣性

力でしばらく回転しています。完全に

停止するまで触れないでください。

( 6 )機械を常にきれいに

火災予防と性能維持のため、回転部へ

の草などの巻付きやたまりを取り除き、

機械を常にきれいにしてください。
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エンジン・マフラ・ベルトカバー・バッ

テリなどに枯草、芝草がたまっていると、

おもわぬ火災の原因となることがあり

ます。機械を常にきれいにしてください
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;企安全に作業するために

( 7 )排気ガスには十分注意

屋内などでエンジンを始動するときは

エンジンの排気ガスによる一酸化炭素

中毒の恐れがあります。

エンジンの始動は、風通しのよい場所

で行い、やむをえず屋内で始動する場

合には、十分換気を行ってください。

( 8 )カバー類を必ず取付ける

カバー類などの防護装置を取外す場合

は、必ずPTOを切り、エンジンを停

止してから行ってください。

また、取外したカバー類は必ず元どお

りに取付けてください。守らないと、

傷害事故を引き起こす恐れがあります。

( 9 )注油・給油をするときは

エンジンを停止し、回転部分が完全に

止まってから行ってください。

(10)燃料補給時は火気厳禁

燃料補給時は、くわえ煙草やマッチ-

ライターなど裸火照明は絶対に使用し

ないでください。守らないと燃料に引

火し、火災を起こす恐れがあります。

aX1~ζ7f⑧ 
(1 1 )こぼれた燃料は拭き取る

燃料を補給したときは、燃料キャップ

を確実に締め、こぼれた燃料はきれい

に拭き取ってください。守らないと火

災事故を起こす恐れがあります。

高ぎ
⑧ 

(1 2)マフラ・エンジンのゴミは取り除く

作業前に、マフラやエンジン周辺、ワ

ラクズ・ゴミなどが付着していないか

を点検し、付着していれば取り除いて

ください。守らないと火災事故を起こ

す恐れがあります。

内
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~安全に作業するために

(1 3)キースイッチの動作確認を

配線コードの外れなどがないかを点検

し、キースイッチをOFFの位置に戻

してエンジンが停止するかを必ず確認

してください。守らないと傷害事故を

引き起こす恐れがあります。

(14)電気部品を修理するときは

①電気部品やその周辺の修理を行うとき

には、必ずバッテリの(-)側を外して

から実施してください。

{ー〉をはずしてから
点鍍・修理をしよう!

②バッテリは、充電中可燃性ガスが発生

し、引火爆発の恐れがあります。

充電中はタバコを吸ったり、火を近づ

けたりしないでください。

-4-

③バッテリ液は希硫酸です。取扱いには注

意し、体や衣服に付かないようにしてく

ださい。もし目や体に付着した場合は、

すぐに水洗いし、すみやかに医師の診療

を受けてください。

(1 5)長期格納するときは

機械を清掃し、回転部には十分注油し、

バッテリを取外し、キーを抜き取り、

屋内の平坦な場所で保管してください。

平坦な場所、、‘

3.作業・移動をするときは

( 1 )人や動物を近づけない

特に子供には十分注意し、近づけない

ようにしてください。



A安全に作業するために
( 2 )ニ人以上で作業するときは

二人以上の共同作業では、お互いに声

を掛け合うなどして、安全を確かめ合

いながら作業してください。

( 3 )エンジンを始動するときは

作業クラッチおよび走行クラッチを切

り、変速レバーを中立にし、周囲の人

に合図をして安全を確かめてからエン

ジンを始動してください。

守らないと傷害事故を引き起こす恐れ

があります。

(り

(4 )散布作業するときは

散布作業中は後方および側方に肥料が

10m前後に飛散します。後方に人がい

ないことや障害物のないことを十分確

認し、散布距離を考慮して作業してく

ださい。

ー-圃

( 5 )散布作業する場合

肥料が飛散し、目や呼吸器に入る恐れ

がありますので、必ず保護メガネと保

護マスクを着用して作業してください。

保護メガネ着用
保護マスク着用

( 6 )急な発進・停止・旋回・

スピードの出しすぎ禁止

スピードを出しすぎ、急、な発進・停止・

旋回は、事故の原因となるだけでなく、

機械の寿命も縮めますので行わないで

ください。

また、起状の多いほ場や傾斜地は、危

険です。作業スピードは極力落として

作業を行ってください。

( 7 )傾斜地で作業するときは

次のことを必ず守ってください。

①斜面の等高線に平行、または斜めに走

行すると横転の危険があります。

斜面の作業は、必ず直角方向に走行し

てください

②チェンジ操作は行わず、変速位置をあ

らかじめ低速にして速度を下げ、特に

下り坂ではエンジンブレーキを使用し

てください。

F 
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A安全に作業するために
( 8)移動及び作業の旋回のときは

旋回時に片方のクローラをあぜに乗り

上げたり、あぜぎわでの急旋回は絶対

に行わないでください。転倒や脱輪の

恐れがあり危険です。

( 9 )溝や畦を横断したり

軟弱な所を通るときは

スリップや転倒による事故を防ぐため

に、幅・長さ・強度が十分あるスリッ

プしないアユミ板をかけ、最低速度で

通ってください。

ゆっくりと

(1 0)作業途中で運転席より離れるときは

平坦な場所に停車し、エンジンを停止

して走行クラッチを切り、駐車ブレー

キを掛けてください。

(1 1)後進して作業するときは

後方に障害物がないことを十分確認し

て、本機と障害物の聞に人や動物を挟

まないようにしてください。

(1 2)あぜの乗り越えは

畦畔を越えるときは、機体が上向きか

ら下向きに急に変わるので十分に注意

し、最低速度で畦畔に直角に越えるよ

うにしてください。あぜがコンクリー

トであったり、高さが10cm以上のとき

はアユミ板を使ってください。

凸部は注意して， ， 

(13)高温油に注意してください

①高温油による傷害を防止するために、

作業直後の注油やギヤボックスのオイ

ル交換はしないでください。作業前か

十分温度が冷えてから行ってください。

②火傷やケガを負った場合は、速やかに

医者の診療を受けてください。

au 



A安全に作業するために
4.道路走信・檎迭するときは

( 1 )公道走行はできません

本機は公道を走行すると道路運送車両

法に違反します。公道を移動するとき

は、トラックなどで運送してください。

( 2 ) トラックなどへの積込み・積降ろしは

平坦な場所でトラックが移動しないよ

うエンジンを停止し、サイドブレーキ

をかけ、車止めをして、幅・長さ・強

度が十分あるスリップしないアユミ板

をかけ、最低速度でクラッチを使わず

に行ってください。積込んだ機械は車

止めをし、強度が十分にあるロープで

確実に固定してください。

以上、機械の取扱いで注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも

本文の中で A 印を付けて安全上の注意事項を表記しております。

-7-



安全に作業するために

5.警告ラi-{]レの鮎付け位置

正面 上面

①部品コード 001206002160

一¥

& 注意 111 & 警告 111 ど色 撃匡ヨ さル甚4 

1 取鍾いを飯ると司匡敏や敏"の簸固と，.りlすので。 で ・ r・~司4圃， 園Ii中のアジテータに僧れ
に ープに必ず'取1111明.を'島知するまでお隈みください.

ると.奮をうけます. .らないで下さ い.

2 ラベルが傷ついたり‘汚れたり、はがれた場合1:，
ヱンシンを切り、アジテー .ると落下し.偏に

斬しいラベl'を指Eの場所に肱って〈ださい.
タが完全に停止するまで触 *@也まれ量・を負う

3 エンジン値動前に楓輔の周りに人がいないことを砲Eして
れないでください. おそれがあります.

〈ださい.

& 111 
4 作雄申1主人や勘曽を近づけないでください. 警生 ふ 警生5 本楓から圃れると曹1;1..盛ずエンジンを停止し‘ E ロ Eヨ c
駐車ブレーキをかけてください. 国Ii~のスピンナーに僧

Jー一j一」ーー.司ー園P 前抑制前方に1:，6 斜面での駐車鴎1:駐車フ レーキをして〈ださい.
吾 川と闘…7 点111 置11・I:~ずエンジノを止めてから実値して〈ださい. エンジンを切り スピン

近づかないで〈ださい.

飛般物で.奮をうける恐れ
S 字、E及び衣服を置動部分に近づけないようにして〈ださい. ナーが完全に停立するま があります.
9 道A走行f:，遍路交通途11を遵守して〈ださい. で触れないでください.

a()12Q8D~I e() ， 

右側面

②部品コード 001206000420

F 

001剖6000~剖

企注意

:初
マフラー高温注意

さりるとやUど宮るおそれ
があります.

no 



A安全に作業するために

③部品コード 001206000400 ④部品コード 001206001060

A警告

排気ガスに注意

.肉および11の思い・爾
での運転ttllガスlItl
L・t.人体仁有.でt.

r 、
001206ロ01口S

A危険

島監
火気厳禁

ol6~ロ10:火tiづ砂ると
火災@包それが.りまt.
。鎗泊中也、エンジンt'
止しτください.

ガソリン
h 

⑥部品コード 001204500170 ⑦部品コード 001204500320

取扱注
叫
立
白
山

-変速レバーのl量liは、必ずヲラッチを切ってかと
行ってください。

-傾斜地、凸凹地などの運砥は低速走行で行ってく|
ださい。

・一両2公道での運tiは行なわないでください。

⑧部品コード 001306000600

n
v
x
 

有司 扱 、十1
工

土
斗
白
山

⑤部品コード 001206000440

，-- 、
00120田00440

A注意

8 
高速での急旋回禁止

転倒、転落のおそれが

l あります・

-エンジンを始動するときは、走行クラッチぺダJ

を踏み、必ず作業?ラッチを切ってください。

-守らないと、条件によってはエンジンスヲーヲー

が破損する嶋合があります。

⑨部品コード 001306000610

nu 



i 
---

A安全に作業するために
一一一

警告ラベルの取扱い注意事項

( 1 )警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性

洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。

鳳

( 2 )傷ついたり、汚れたり、剥がれた場合は、お買い上げの販売庖または当社に注文し新

しいラベルを元の位置に貼ってください。(ラベルをご注文の際は部品コードをご

連絡ください。)

( 3 )警告ラベルが貼つである部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に

貼ってください。

(4 )新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。

気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。

-10-



本製品の使用目的とサービスについて

本製品の使用目的について

本製品は、肥料や土改剤の散布作業にご使用ください。

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。

(機体銘板貼付け位置図)

アフターサービスについて

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って

点検・処置しても、なお不具合があるとき

は、お買い上げいただ、いた販売底、農協、

または、お近くの当社営業所までご連絡く

ださい。

【連絡していただきたい内容】

.品名と型式

.機体No. (S E R -N 0) 

.ご使用状況は?

(どんな条件でどんな作業をしていたときに)

.どれくらい使用されましたか?

(約00アール、または約00時間使用後)

.不具合が発生したときの状況をできるだけ

詳しく教えてください。

※機体No.は、上図に示す機体銘板に打刻しております。

[今後参考のため、次の空欄に機体 No. などを記入しておいてください。〕

c 名 グフンドエースロロ

型 式 SS5031 

機体No.

(SER-No.) 

購入年月日 年 月

販売庖名
TEL: 

-11 -
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各部の名称とはたらき

作業クラッチレバー
コントロールボックス

チツ

シート

エンジンスロットルレバー

ブレーキレバー

スピンナー

スピンナーカバー

散布ギヤボックス

ステップ

-12 -



各部の名称とはたらき
円

参照
名 称 は-た b き M 

ページ

ホッパー 肥料を投入する、ジョウゴ、形の器

アジテータ 肥料を散布口まで繰り出す作用をします

機 シャッター 肥料の繰り出し量を調整する部分

能 スピンナーカバー 肥料の散布方向を規制するカバー

構 肥料の'性状が変わっても一定の散布方向が得られるよう繰り出し穴の位置を
成
散布レバー

変えます
30 

部 ステップ 肥料を手で投入する時に乗ります

シート 作業者の座席

アワーメーター 運転の積算時間を示します 17 

スピンナー 肥料を遠心力により散布する回転羽根

操作盤 各操作レバーやスイッチを集中操作する部分

エンジン 動力源、燃料はレギュラーガソリンを使用します 25 

動 走行ミッ、ンョン 走行部のクローラへの動力伝達をするミッ、ンョン 27 
力

伝
散布ギヤボックス エンジン動力をスピンナ一部へ伝達します 28 

1遣 主変速レバー

構
走行速度を切換えるレバー 16 

副変速レバー
成

部
クローラ駆動輪 クローラを駆動させる側の駆動輪

クローラ ゴム製の走行履帯 28 

テン、ンョン輪 クローラの張り具合を調整し、車体荷重を支えます

燃料給油口 エンジンの燃料タンクの注入口

キースイッチ START位置でエンジンが始動し、 OFF位置でエンジンが停止します 15 

エンジンスロットルレバー エンジン回転速度を調整するレバー 15 

チョークレバー エンジンを始動するとき「閉」位置にします 15 

撮 走行クラッチベダル ペダルを踏むと走行動力が切れ、ブレーキがかかります 15 

作
ハンドル 左右に旋回するときに旋回する方にハンド‘ルを倒します 16 
関

係
作業クラッチレバー 散布部への動力伝達の「入・切Jを操作します 17 

部 駐車ブレーキレバー 駐車時にブ、レーキベタマルを固定する金具 15 

コントロールボ‘ックス シャッターの開閉操作を電動で行います 18 

前照灯 前方を照らします

ライトスイッチ 前照灯の「入・切Jを操作します

司

φ
4
E
E
--



各部の名称とはたらき

モード選択

手動ランフ。

クラッチ連動ランフ。

， 

名 称
‘ 

電源

開度調整

発光ダイオード

モード選択

手動ランプ

クラッチ連動ランプ

シャッター開

開ランプ

シャッター閉

閉ランプ

拘暢国側諸'陛

す置濯民間信
・・ー・圃圃・・

電源の入切を行います

1ま」‘
E 

シャッターの開度調整を行います

た

開度調整をする度に設定を記憶します

シャッター開度具合を表示します

手動，クラッチ連動のモード切替をします

手動モードの時に点灯します

クラッチ連動モードの時に点灯します

シャッターを開ける作業を行います

シャッター開時に点灯します

シャッターを閉じる作業を行います

シャッター閉時に点灯します

-14-
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エンジンの始動・停止に使用します。

始動する時はチョークレバーを引き、スロ

ットルレバーを少し高速側にし、キースイ

ッチを「スタート」位置まで回してください。

エンジンのセルモータが回転しエンジンが

始動します。

停止する時はキースイッチを「切」位置ま

で戻してください。

圏圏
① 1回で始動せず再始動する場合は、エン

ジンのフライホイールが止まっていること

を確認の上、キースイッチを回してくださ

い。

②セルモータは15秒以上連続して回さない

でください。

③エンジンが始動したら、しばらく低速で

暖機運転してください。

④本機は安全のため、クラッチベタ守ルを踏ま

ないとエンジンスタータが回りません。始

動する時は、クラッチペダルを踏み、また

エンジンスタータへの負荷軽減のため、作

業クラッチを切ってからキースイッチを

回してください。

作業クラッチを切らずにエンジンスタータ

を回すと、条件によってはエンジンスター

タが破損する場合があります。

⑤本機を使用しない時は、キースイッチを抜

いてください。

・エンジンが温まった状態でエンジンを始動

させる場合は、スロットルを中程度まで上

げた状態で始動させてください。

2.エンジンスロットルレバー・

チョークレバー

.エンジンスロットルレバー

エンジンの回転速度を調整するレバー

です。下図の左側へ回す程、エンジンの

回転速度が高くなります。

回

-チョークレバー

エンジンが冷えている時に始動する場合

は、チョークレバーを下図の上の方に引き

始動ください。

3.走行クラッチペダル・

駐車ブレーキレバー

駐車ブレーキペダル

F
h
J
 

4
E
E
E
 



運転に必要な装置の取扱い
@走行クラッチペダル

走行クラッチペダルを踏むと、走行クラ

ッチが切れ、本機の走行が停止します。

発進時は危険防止のため、ゆっくりとペ

ダルを戻してください。

圃圏
①エンジンがアイドリング状態で走行クラ

ッチペダルを戻すと、エンジンが停止す

る場合があります。エンジンの回転速度

をある程度上げてから走行クラッチペダ

ルを戻してください。

②本機は安全のため、走行クラッチペダル

を踏まないとエンジンスタータが回り

ません。エンジンをスタートする時は必

ず走行クラッチペダルを踏んでくださ

い。

-駐車プレーキレバー

駐車は平坦な場所に停車し、走行クラ

ッチペダルを踏み、フックをかけて

走行クラッチペダルを固定してくださ

駐車ブレーキレバー

圃圏
本機から離れるときには、必ず駐車ブレ

ーキをかけてください。

走行中は駐車ブレーキを解除してくだ

4.ハンドル

右に旋回するときは、ハンドルを右側に

倒し、左に旋回するときは、ハンドルを

左側に倒してください。

機体を旋回させる時は速度を落とし、数回

にわけでゆっくりと旋回してください。

A警告
.高速走行時、ハンドルを強く倒すと、

急旋回して危険ですので注意してくだ

さい。

.砂利道での急旋回は、クローラに石が

かみ込む恐れがあるので避けてくださ

い。

.旋回時に片方のクローラをあぜに乗り

あげたり、あぜぎわでの急旋回は絶対

に行わないでください。守らないと、

転倒したり、クローラが外れたりする

恐れがあり危険です。

5.変速レバー

[主変速レバー ]

」埜じ斗
圏一 -

!Il以斗RI

本機の走行速度を選択するレバーです。
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運転に必要な装置の取扱い
《車速域の目安》 (k m/ h) 

副変速 主変速 車速

前進 o '"'-' 3. 0 
低速

後進 o '"'-' 2. 5 

円IJ進 o '"'-' 7. 0 
高速

後進 o '"'-' 6. 0 

圃菌
変速レバーの切換えは走行ミッション

を傷めないように、必ず走行クラッチペ

ダルを踏み、機体が完全に停止した状態

で行ってください。

6.作業タラッヂレバー

作業クラッチレバーを上図の「入Jの方

向にすると、作業クラッチがつながり、

散布部のスピンナーおよびアジテータ

が回転します。

A警告
.作業クラッチレバーを「入jにするときは

まわりに人がいないことを確認のうえ、

ゆっくりとつないでください。

.エンジン始動時は、突然スピンナーが

動きださないよう、作業クラッチは必

ず「切」にしてください。

圃園
作業クラッチを切らないでエンジンを

始動すると、条件によってはエンジンスタ

ータが破損する場合があります。

7.アワーメーター

運転の積算時間を示します。点検、整備の

目安時間に利用してください。

8. ヒューズ

@コントロールボックスのヒューズ

|ブレードヒューズ15AI 

φ走行台車のヒューズ
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コントロールボックスの開度

Fd長;ミ;1
ぐミジkhァノノ

-シャッターを閉にして、開度のi+/一」の
ボタンを押しシャッターの開度設定ができ

ます。[+]を押すと液晶の表示が上がっ

てシャッターの開度が大きくなり、また

[-]を押すと表示が小さくなりシャッタ

ーの開度が小さくなります。

・コントロールボックスのシャッター[開]を押す

と、表示のととろまでシャッターが聞きま

す。(開のランプが点灯します)

-開度およびモードは変更時に記憶されま

すので、キースイッチを切っても保存され

ます。

圃臨
異物等がかみ込み表示開度まで聞か

ない場合は、全てのランプが点滅し、異

常を知らせます。

[ 2 ]散布作業を停止または終了するとき

はシャッター[閉]を押します。(閉のラン

プが点灯します)

圃圏
シャッターが閉の状態にあるとき液晶

表示のみ点滅します。そのときは開度設

定ができる状態を示しており異常では

ありません。

圃圏
過負荷によって、パルスモータのブレー

カが落ちる場合があります。その際には、

コントロールボックスの電源を切り、ブレ

ーカの自動復帰をお待ちください。

1 O.クラッチ連動の取扱い
作業クラッチレバーに連動して、ンャッターを

開閉することができます。この機能を使用

する場合は、次の要領にて操作してください。

画|仁コ僅到園
シャッター同lIIIt定

。日0クラヨ伊予壇画
IRR ⑮⑨~ 可国遊凶t畠

[ 1 ]コントロールボ、ツクスの電源を入れた状態

で[モード選択]ボタンを押してクラッチ

連動のランプを点灯させてください。

[ 2 ]スピンナーが回転したらシャッターが表

示位置まで聞きます。

[ 3 ]スピンナ一回転を停止したら自動でシャ

ッターが閉じます。

・スピンナ一回転中にシャッター[閉] を

押すと[手動モード[閉]になり、シャッタ

ーは強制的に閉じます。

-クラッチ連動を解除するときは、[モード

選択]のボタンを押し[手動]に切換えて

ください。

A警告
点検・清掃は必ず電源を切り、エンジンを

停止してから行ってください。

開閉シャッターは、停止直後に自動復帰

回路が働く場合がありますので、停止後

数秒間は近づかないでください。

これを怠ると傷害発生の恐れがあります。

電動シャッター使用上の注意

.作業前は、シャッターの開閉点検してく

ださい。開閉の作動が、スムーズでない

ときは、シャッタ一部の清掃を行ってく

ださい。
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作業方法
1 .作業手順と要点

G主〉 クラッチを入れ、各部の作動確認後、

クラッチを切る
[スピンナーの回転 …一|
の開閉等を確認する | 

ほ場にてホッパーへ散布に必要な量

の肥料を投入する
[ほ場一動ーの投入)
はしないでください

G!) J↓G三玉む
クラッチを入れて走行し、

コントロールボックスの 「開」

を押す

散布完了後、 「閉」を押し、シ

ャッターを閉じ、クラッチを

切る

G 

コントロールボックスを

クラッチ連動にして、作業

クラッチレバーを入れる

周囲の安全を確認
し、散布開始は
ゆっくり走行

( 1 "-' 3 k m) 

散布完了後、作業クラッチ I ，.. 、
I Iホッパー内の肥料|

レバーを切りシャッタートー| | 
ノ I Iの残量を確認する|

が閉じる |に ノ

肥料置場もしくは次のほ場へ移動
(周一を確認しーで|
移動します | 

散布できないコンポスト

下記に示すようなコンポストはブリッジを起こしたり、シャッタ一口に詰まったりする事があり

ます。絶対に散布しないでください。

①含水率が45%以上あるコンポスト

②木の皮、その他の雑物の混入したコンポスト

③破砕されていない固まりの混入したコンポスト 等々
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2.肥料・土改剤の投入

A警告
本機の積載量は600Q(最大600kg)です。

規定以上の積込みを行うと機械が破損す

るだけでなく、安全な走行作業が行えま

せん。十分注意してください。

①本機を水平な場所に移動し、エンジンを

停止して駐車ブレーキをかけてから肥

料・土改剤を投入してください。

②肥料・土改剤は散布に必要な適正量のみ

ホッパーに入れてください。不要な量の

肥料・土改剤は後作業にムダを発生させ

ます。

圏圏
土改剤は必ず、あらかじめ散布ほ場へト

ラック等で運んでおいてから散布の直

前にホッパーへ投入してください。ホッ

パー内に肥料・土改剤を入れたまま運搬

4.散布量の鯛聾

すると、運送中に肥料・土改剤がホッパ

ー内で圧縮されるため、ブリッジ現象に

よる繰り出し不良や散布ムラの原因と

なります。

肥斡雇適-7不適について

.散布可能なコンポストは含水率45%以

下で、長い繊維質(ワラ、木の皮等)を含

まない完熟のものです。

・含水率45%以上のコンポストはブリッ

ジを起こしやすく、散布ムラの原因とな

ります。

圏園
長い繊維質やビニール片が混入してい

るとシャッターに詰まったり、アジテー

タに巻き付くため散布できません。

散布量の調整は、コントロールボ、ツクスの開度調整により行います。コントロールボ、ツクスの目盛

は0から100まであり、 100の位置で全開となります。

副変速 1~ 副変速局

青空布量
コンポスト 粒状肥料 砂状肥料

散布量
コンポスト 粒状肥料 砂状肥料

kg/10a kg/10a 

1 0 42 27 7 1 0 50 32 1 6 

20 48 31 1 3 20 66 38 24 

30 56 34 20 30 75 43 27 

40 63 37 22 40 82 46 29 

50 67 39 24 50 87 49 30 

60 71 41 26 60 91 52 32 

80 78 44 28 80 97 57 36 

↑00 83 47 29 100 61 40 

150 91 53 33 1 50 67 48 

160 92 54 34 160 70 49 

200 97 58 37 200 54 

250 62 41 250 60 

300 65 44 300 63 

350 68 48 350 68 

400 51 400 
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作業方法
・シャッター開度位置の選定

散布量の設定は前ページの表を参考に

コントロールボックスの開度を設定し

てください。

《例》

10アール当り砂状土改剤を150kg散布

したい場合、表中の150kgに近い数値を

探すと次の2案があります。

副変速

低速

開度

33 

散布量

150kg 

案2 I 高速 I 48 I 150kg 

以上の内から、ほ場条件・作業条件に適

した組合せを選定してください。

圃圏
目安表の数値は一般に参考値としてお

考えください。実際には肥料・土改剤の

種類、散布条件、ほ場条件により差異が

生じる場合があります。

最初にご使用になるときは、目標散布量

の半分に設定して、 2度播きすることを

おすすめいたします。

5.散布作業の方法について

・作業手順について

①散布クラッチを入れ、コントロールボ、ツク

スの[開]ボタンを押してシャッターを開け

てください。

②肥料・土改剤が本機後方に散布されるの

を確認したら、走行クラッチを入れ、走

行を開始してください。

圃圏
本機による後方への散布距離は、最大約

8'"'"' 10m、左右への最大散布幅は10'"'"'

15mあり、散布する肥料・土改剤により

異なりますが、作業開始位置と旋回位置

は、この距離を考慮して作業してくださ
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A危険
走行開始時には、ホッパー内に土改剤が

満載されているため、重量のバランスを

くずしやすい危険な状態にあります。

急発進はやめてください。

圃圏
より均一な散布を行うためには、散布作

業中の走行速度を一定に保つようにし

てください。

③ほ場での走行は、下図のように旋回しな

がら散布すると均一な散布ができます。

園圏
ほ場が広い場合は、作業前にホッパー容

量と散布量を考慮、の上、あらかじめ、ほ

場の各所に肥料・土改剤袋を置いておく

と能率のよい作業が行えます。

A危険
散布作業に入る前には、後方に人や動物

がいないことを確認してください。



作業方法
6.散布幅について

.散布幅は肥料・土改剤の大きさ、スピン

ナーの回転速度、風などに影響されます。

一般的には、大きい粒子の肥料・土改剤

の場合はスピンナ一回転速度が速いほ

ど散布幅が広くなります。

.肥料・土改剤の種類によっても散布幅が

変わります。種類や特性により散布幅に

適切な重複が必要です。

、---------‘
コンポスト 粒状 砂状

S:有効散布幅m 5'"'"'7 10'"'"'15 6'"'"'7 

し:重複幅 m 2'"'"'3 1'"'"'2 1'"'"'2 

B目最大散布幅m 10'"'"'12 12'"'"'17 8'"'"'9 

7.傾斜地での作業

@必ず直角走行、急ハンドル禁止

斜面に対して直角方向に走行し、旋回は

速度を落とし、急旋回をしないでくださ

い。

A警告
斜面の等高線に平行、または斜め走行や

急旋回は横転の危険がありますので、

決して行わないでください。

8.移動するときは

本機で公道を走行すると道路運送車輔法

に違反します。公道を移動するときは、ト

ラック等で運搬してください。

9. トラックへの積込み・積降ろし

トラックへの積込み・積降ろしは、次の要

領で行ってください。

おもわぬ事故につながる恐れがあります

ので積込み、積降ろしともに十分注意して

ください

A警告
.積込み・積降ろしの場所は、周囲に

危険物のない、平坦で安定した場所を

選んでください。

.アユミ板のフックを荷台に段差のない

ように確実に掛けてください。

.周囲は機械が不意に動いたときに危険

ですので立たないでください。

・サイドクラッチを操作してアユミ板の上

で進路変更を絶対に行わないでくだ

さい。クローラがアユミ板から外れて

転倒する恐れがあります。

.アユミ板とトラックの継ぎ目を越える

ときは、急に重心が変わりますので十

分に注意してください。

特に、スピードの速いときには転倒の

恐れがありますので、必ず遅いスピー

ドで行ってください。

①トラックおよびトレーラへの積込み・積

降ろしは平坦地を選び、補助者 l名の立

合いのもとで行ってください。

②積込み・積降ろしに使用するアユミ板は

滑り止めの加工のある1本で、500kg以上

の荷重に耐えられるものでトラック荷台

高さの4倍以上の長さのものをご使用く

ださい。

③アユミ板のフック部をトラックの荷台

部に確実にかけて外れないことを確認

してから、本機の積降ろしを行ってくだ

さい。

④積込み時の車速は最低速度で安全運転

をしながら行ってください。
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作業方法
⑤トラックおよびトレーラへの積込みは

必ず、前進走行で行ってください。

万一ライ

1}.0.， '卜ラックおよびトレーラでの運搬

A警告
丈夫なロープを本機にかけ、確実に固定

し、本機の駐車ブレーキをかけてくださ

い。

守らないと、急ブレーキをかけた時など

に荷台から本機が転落する恐れがありま

す。

本機を運搬する時は積載量1.Ot以上で、

十分な広さを有するトラックまたはトレ

ーラを使用し、運転には坂道やカーブに注

意して安全な速度を厳守してください。

1 ~ 1' .走行時の注意

①下記の様な路面で走行すると、ゴムクロ

ーラの接地面側に傷が発生し易いので、

なるべく避けてください。やむをえず走

行する場合は、急旋回をやめ、ゆっくり

走行してください。

-砕石を敷いた路面、石の多い路面、切

り株の多い路面

②下図の様な断面形状の路面では、脱輪が

発生しやすいので、ゴムクローラの状態

に注意しながらゆっくりと走行してく

ださい。

クローラ

q
u
 

nJι 



作業前の点検について

作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。

作業前の点検は、欠かさず行ってください。

A警告
.取外したカバー類は必ず取付けてください。衣服が巻き込まれたりして危険です。

.調節・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してから行ってください。

.エンジンが熱い聞は、注油・給油は絶対にしないでください。やけどをする恐れが

あります。

.燃料補給時は、くわえタバコ・裸火照明は絶対に使用しないでください。また、

燃料補給後は、燃料キャッブを確実に締め、こぼれた燃料はきれいに拭き取って

ください。まもらないと火災の原因となります。

点検一覧表

項 目 内 廿開』 参照へ.ーシ.

前回使用の異常箇所 修理、補修が完全に行われているか

各部のベルト張り調整 ベルトに緩みがなし、か 30 

損傷・汚れ・ボルトの緩み 車体の損傷、緩み、ガタつきがなし、か

本
クローラの張り 適正な張力 28 

機

を
エンジンオイル オイル量と漏れ 25 

エンジンの燃料 十分入っているか
エンジン

廻 取扱説明書
てコ
エンジンのエアクリーナ エアクリーナの汚れ(重要) 25 

て

バッテリ ノくッテリ液量の点検 27 

配線コード コードの被覆の剥がれ、接続部の緩み

各部への注油・グリスアッフ。 各部への給油参照 28 

走行クラッチベダノレ 「入J["切」の作動確認、「あそび」の確認 29 
ここ

ン
ン 作業クラッチレバー 「入J["切Jの作動確認 29 
ン
を ハンドル スムーズな作動 29 
始
動
キースイッチ 作動確認 15 

し
ーて
エンジン音 異音がなし、か

-24-
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1 .ヱンジンの点検・調整

※エンジンについては別冊の 「エンジン取

扱説明書」を必ずお読みいただ、き、日常

の点検・整備は万全に行ってください。

2.エンジンのエアタリーナ(重要)

本機はホコリの多い環境で使用されるた

め、エアクリーナの点検・清掃が大変重要

となります。下記に従い、作業前には毎日

点検・清掃を行ってください。

守らないと、エンジンが不調となるばかり

でなく、エンジンの摩耗が早まり寿命が大

きく低下する原因となります。

クりーナー力ハ」

①乾式エレメントを使用していますので、オ

イルが付着しないように気をつけてく

ださい。

3.エンジンオイルの交換

②普通の場所では毎日、スポンジのゴミを

取除いてください。

汚れや水分がある時は、布などできれい

に拭き取ってください。

特に汚れがひどい場合は、予備で付属し

ているスポンジと交換してください。

③エレメントは、清掃時以外は不必要に触

らないでください。

④エレメントの清掃は、エレメントに貼付

している注意書を参照のうえ、定期点検

表に従って清掃してください。

⑤エレメントは、 1年毎または6回清掃後

に交換を標準とし、汚れがひどい場合は

早めに交換してください。

圃圏
エレメント締付用ナットは、エレメント

を正しく挿入して、確実に締付けてくだ

さい。

締付けが不充分ですとゴミ等を吸込ん

でシリンダライナやピストンリングの摩耗を

早め、出力不足になります。
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.エンジンオイルの交換

交換:

初回は

1ヶ月または、 20時間運転後に交換

2回目以降は

6ヶ月または、 100時間運転ごとに交換

指定エンジンオイル:10w-30 

オイル容量:1. 5Q 

①オイル交換はエンジンを停止し、暖まっ

ている時にドレンプラグを外して抜きま

す。オイルゲージを外しておくと早く抜

けます。

圃圏
熱いオイルが体にかかると火傷する恐

れがありますので十分に注意してく

ださい。



簡単な手入れと処置
②ドレンプラグをきれいに洗浄し、確実に締

付けてください。

③エンジンオイルを計量してジョッキに入れ、

下図のように注油してください。

④オイルが規定量入っているか確認して

ください。

」
よ限ー+

下限一一ー

4.オイルフィルタの交換

-オイルフィルタの交換

初回は

2 0時間使用後に交換

2回目以降は

200時間使用毎に交換。

①取付けの際は、オイルフィルタのOリングに

オイルを塗り滑り易くし、シール面のO

リングが接触してから手またはレンチで

3/4回転締め付けてください。

②締付け後軽く運転しオイル漏れのないこ

とを確認してください。

圃圏
熱いオイルが体にかかると火傷する恐

れがありますので十分に注意してくだ

さい

5 .点火プラグの清掃と銅盤

①プラグがカーボンで汚れている場合は、

プラグクリーナまたはワイヤブラシ等で汚

れを落としてください。

②電極隙間の広い場合は側方電極を曲げ

て、 O.7""""'0. 8mmに調整します。

推奨点火プラグ:BPR5ES (NGK)相当品
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簡単な手入れと処置
6.バッテりについて

LOWER LEVEL 
(下限)

バッテリの電解液中の水は、蒸発して減少

します。液面が、 LOWERLEVELとupp

ER LEVELの間にあれば適正です。

少ない時は、蒸留水またはバッテリ補充液

を補給してください。

A注意
.バッテリからバッテリケーブルを

外す時は(-)側から外し、取付ける時

は(+)側から行ってください。

逆にすると、工具が本機に当たった場

合にショー トして火花が生じ危険です。

.バッテリにケーブPノレを接続するとき(+) 

と(一)を間違えないようにしてくださ

い。もし間違うとバッテリや電装品を破損

させます。

・バッテリ液は過不足がないようにして

ください

多いと液があふれで本機を腐食させ、

少ないとバッテリの極板が破損し、

寿命が短くなります。

.冬期間は充電不足にならないように

注意してください。

放電ぎみですと電解液が凍り、バッテリ

本体を破損させる場合があります。

.長期間本機を使用しない場合は1""'-'

2ヶ月に1度は補充電してください。

定期的に比重を測定し、バッテリの状態を

確認してください。

比重が1.22""'-' 1. 28であれば正常です。

A危険
バッテリは引火性ガスを発生しますので

取扱いを誤ると爆発や大ケガをすること

があります。

(特に保守、点検、充電、ブースターケー

ブル使用時には危険のないように取扱っ

てください。)

.火気厳禁

・ショートやスパーク、タバコ

などの火気を近づけないでく

ださい。 =今爆発

.通風のよい所で

・・閉めきった場所での使用や充

電は危険です。今爆発

・バッテリ液は希硫酸

・皮膚、目、衣服につくと危険

です。 キやけど、失明

《応急手当》

.皮膚、衣服についた時は、多量の水で

洗ってください。

.目についた時は、ただちに多量の水で

洗い、医師の治療を受けてください。

7.走行ミッションのオイル点検

ミッションケースの検油栓までオイルが

入っている事を確認してください。

不足している場合は、給油口から検油栓の

位置まで給油してください。

守-
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簡単な手入れと処置
オイル交換時期

.走行ミッションオイル交換

初回 : 50時間

以降 : 500時間毎

指定オイル:スーパーUDT

オイル量 :約3Q(検油栓まで)

8.オイルフィルタ

HSTについているフィルタを指定時間

毎に交換してください。

(交換はオイルを抜いてから行ってくださ

い。)

.オイルフィルタ清掃または交換

交換 : 500時間毎又は年 1回

フィ jレタ

(タカキタコード:47104 3211 000) 

(クボタコード : 5H540-18950) 

9.散布ギヤボックスのオイル点検

毎作業前に、検油栓までギヤオイルが入っ

ている事を確認し、不足している場合は検

油栓の位置まで給油してください。

.オイル交換時期

交換:

1回目 : 30時間

2回目以降:年1回シーズン始め

または100時間

指定ギヤオイル: #90ギヤオイル

オイル容量:約1.OQ 

1 O.各郵のグリスアップ
①作業クラッチハンドル支点

②走行クラッチペダル支点ピン

③アジテータ上部支点

※その他、上図以外の摺動部にも適宜注油

してください。

1 1 .クローラ強力の翻整

クローラ張力は下図を参考に、付属の六角

スパナで調整してください。特に新車時は

初期伸びが大きいので必ず確認調整をし

てください。
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簡単な手入れと処置
1 2.ハンドルの調整

ハンドルを倒したとき、旋回するかを確認

してください。

ハンドルが中心にあり直進しない場合は

下記ターンパックルを調整してください。

(ハンドルから手を離せば自動的に中心に

戻ります)

1 3.走行クラッチペダルの銅盤

走行中Vベルトのスリップ等が見られま

したら調整してください。

①クラッチペダルを [入]にしてください。

②右図のスプリングの内寸法Lが160mmに

なるように調整ネジで調整してくださ

③クラッチを[切]にした時、クラッチが完

全に切れ、走行ミッションのプーリの回転

が停止することを確認してください。

スプリング内寸法Lは下部の長さを示す。

1 4. 

ブレーキパッド、が磨耗した時は調整してく

ださい。

①ブ'1/ーキペダノレをフックで固定します。

②調整ネジを締めて調整してください。

切れない場合はベルト押えで調整して I1 5.作業クラッチの銅盤
ください。 I 散布作業中Vベルトのスリップ等が見ら
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れましたら調整してください。

①作業クラッチを「入jにします。

②スプリングの内寸法Lが75mmになるよ

うにネジで調整してください。

③クラッチを「切Jにしたとき、クラッチが完

全に切れ、スピンナーが停止することを

確認してください。

切れない場合はベルト押えで調整して

ください。



簡単な手入れと処置

〔作業クラッチ川〕

1 6.各部のベルトの強り鯛聾

ベルトサイズ 本数 調整方法

スプリングで引張りま

LB-73 す。ベルトの中央部を

A 2 指で押し(約3kg)lO~ 
(AG-X) 15mmのたるみとなる

ようにしてください。

LC-45 
B 1 テンションクラッチとな

(AG-X) 
っております。

作業クラッチを「入」に
LC-38 した時つながり、「切J

C 1 
にした時クラッチが切(AG-X) 
れるように、前項の作

LB-31 業クラッチの調整を参

D 2 考に調整してください。
(AG-X) 

Vベルトの調整は上の表に従い、行ってく

ださい。 Vベルトに損傷がある場合は、早

めに交換してください。また、 A'DのV

ベルトを交換するときは、 2本同時に交換

してください。

1 7.散布方向の調整

肥料の種類や比重の違いにより、散布肥料

の分布が片寄りすることがあります。

.散布中心で片寄りした場合は、散布レバ

ーを左右に動かす乙とにより散布の左

右の片寄りを調整することができます。

.散布レバーで、散布片寄りの調整を行う

場合は、ロッドR、Lの穴の位置も下記表に

合わせて入れ換えて下さい。

.散布レバーを調整しでも片寄りが修正

できない場合は、スヒ。ンナーファンの位置

を次ページの図を参考に組み替えてくだ

さい。

.出荷時は含水率40%程度のコンポストに

合わせたDの穴2か所、 Fの穴2か所にス

ヒ。ンナーファンを固定しております。

.散布が左に寄る場合(主に低水分コンポス

ト)はA，..，___Cの穴、右に寄る場合(主に高水

分コンポスト)は、 G，..，___Hの穴に組み替えて

ください。

.粒状肥料の場合は、 D'"'-'Fの穴を使用し

てください。

.砂状肥料の場合は、 D'"'-'Gの穴を使用し

てください。
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簡単な手入れと処置

令

一一一℃プ
スピンナ4・的向

A警告
.スピンナーファンを調整する時は、

必ず本機のエンジンを停止してから

行ってください。

・必ず軍手等の保護具を装着して調整

作業を行ってください。

これを怠ると傷害発生の恐れがありま

す。

A注意
散布作業に入る前には、後方に人や動物

がいないことを確認してください。

A危険
作業開始時にはホッパー内に肥料が満載

されているため、本機の重量バランスを

くずしやすい状態にあります。

急激な走行クラッチの接続は危険です。

走行クラッチの接続には十分注意して

ください。

1 8.肥料・土改剤について

肥料・土改剤は湿気が少なく、均一でかた

まりや、異物の混入していないものをご使

用ください。

圃圏
.湿った肥料・土改剤はホッパー内でブリ

ッジ現象や詰まりを起こしやすくなり

ます。

.ビニール片などの異物が混入すると、ア

ジテータに絡み付き、不均一散布の原因

となります。

1 9.日常の管理について

.シャッタ一部に水分が付着していると、

肥料・土改剤の繰り出しが悪くなりますq

水分や付着物を乾いた布で拭き取って

から使用してください。

.スピンナーに肥料・土改剤が付着してい

ると散布性能が変化します。常にきれい

な状態にしてください。

.使用後は、ホッパー内に肥料・土改剤を

残したまま放置しないでください。

肥料・土改剤が固まって故障の原因とな

ります。

.作業終了後は、常に掃除するように心掛

けてください。

A警告
残った肥料・土改剤の取出しゃ掃除をす

る時は、作業クラッチを切り、エンジン

を完全に停止してから行ってください。

4
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簡単な手入れと処置
20.長期格納時の手入れ

長期にわたってご使用にならない時は、次

のことを行い、本機を保管してください0

・水洗いをし、付着した肥料・土改剤や挨

などを落とし、異物を取除いてください。

大苛性カリを含んだ肥料 ・土改剤を散布し

た後は、特に念入りに水洗いを行ってく

ださい。

.乾燥後は、各回転・摺動部には充分注油

し、錆びないようにしてください。

.塗装の剥がれた部分には、補修塗料等を

塗って錆びが出ないようにしてくださ

い0

.各部のボルト、ナットが緩んでいないか

を確認し、緩んでいるときには締めてく

ださい。.1ヶ月以上、エンジンを使用しない場合
は、燃料の変質による始動不良、または

運転不調による始動不良、または運転不

調にならないように燃料を抜き、湿気の

少ないところに保管してください。キャ

ブレター内の燃料はフロート室のドレ

ンスクリューを緩めて抜いてください。

-保管や持ち運びの際にバッテリに火気を

近づけたり、ショートさせると爆発の危

険がありますので注意してください。

また、燃料パイフ。等に残ったガソリンは

エンジンを始動し使い切ってください。

[A危険
火気厳禁。

-バッテリはできるだけ機体から取外し、

充電したうえで、日光の当たらない乾燥

したところに保管してください。

やむを得ず、本機に取付けたまま保管す

るときは必ず、アース側(マイナス側)を

外してください。

.給油箇所には注油あるいはグリスアッフ。を

してください0

.格納する場所は、雨や挨のかからない屋

内に保管してください。

.格納は、平坦な所で保管してください。

2 1 .使用済廃棄物の処分について

機械の廃油等廃棄物をむやみに捨てると

環境汚染になります。機械から廃油を抜く

場合は、必ず容器に受けてください。地面

へのたれ流しゃ川、沼への廃棄は絶対にし

ないでください。廃油・燃料・フィルタ・

バッテリ・その他有害物の処分については、

販売店または産業廃棄物処理業者にご依

頼ください。
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簡単な手入れと処置
22. コネクタの脱着と清掃について

φコネクタの脱着について
コネクタをロックがかかる位置まで挿入し

てください。

コネクタが挿入しづらい場合は、このペー

ジの r+コネクタの清掃について」をご参
照ください。

作業機側のコネクタを外す際は①ロックを

爪で押し上げて、②左右に引っ張ってくだ

さい。

圏圏
ハーネスがコネクタから抜ける可能性

があり ますので、 コネクタを外す際は、

必ずコネクタを持ち、左右に引っ張って

ください

司
べ

uqu 

@コネクタの清掃について

泥などが入るとコネクタ内の防水用ゴムの

潤滑が低下し、コネクタの接続部が固くな

ります。

泥などが混入した場合は、エアースプレーで

掃除し、綿棒などで防水用ゴムにシリコン

グリスを塗布してください。



不調診断

不調内容

・散布跡に濃淡がある

診断

・散布幅に対し、重複散布を

していない

処置

・有効散布幅に対し適切な

重複散布幅を設ける

一……づ一
n

a
冒ヘ

.散布方向が片寄る |・散布中心と走行中心が一致|・ホッパー底板の肥料落下口位 I30 
しない | 置の調整

-散布量が安定しない |・アジテータ・シャッター関口|・エンジンを停止し異物を除去 I31 
部に異物が絡まっている

.ホッパー内で、湿った肥料・土|・乾燥した肥料・土改剤に入れ I31 
改剤が詰まっている | 替える

-散布量が少ない

.散布幅が狭い

.スタータが回転しない

.上記項に同じ

.シャッターの開口穴より、肥

料・土改剤の粒径の方が大

きし、(少量散布の時)

.ベルトがスリップρする

.スヒ。ンナーファンもしくは、

スピンナーが摩耗している

.エンジン回転速度が出てい

ない

.ベルトがスリップ。する

.バッテリが放電している

.バッテリ端子部の緩み、外れ

または腐食している

.キースイッチの不良

.リード線、コネクタが外れてい

る

.上記項に同じ

.シャッター開度を十分、大きく I20 
して作業速度を速くする

.ベルトの張りを調整する I 30 
・新しい部品と交換 l ー

.アクセルワイヤを回しエンジン '一

回転速度を最大まで上げる

.ベルトの張りを調整する I 30 

.バッテリを満充電する I 27 

.端子部を清掃し、確実に締付 I27 
けてグリスを塗布し、防錆する

.交換する l ー

.コネクタ、リード線を点検する ー -
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不調診断

不調内容 診 断
参照

ヘ-;1
処 置

.スタータは回るが|・燃料タンクにガソリンが入って|・ガソリンを補給する

エンジンが始動し | いない

ない |・燃料コックが「閉」になっている

・燃料に水などの不純物が混入

している

.点火プρラグが悪くなっている

.エンジンの定格出|・エアクリーナの目詰まり

力が出ない .チョークが戻っていない

.走行しない

-燃料コックを「開Jにする

.7](抜きまたは新しい燃料に

する

・点火プラグを外し、火であぶ

るか、乾し1た布などでよく乾

燥させる

.点火プラグのすき間を調整

する

.エレメントを清掃する

・チョークを戻す

.ベルトが切れている |・ベルトを交換する

.走行クラッチペダノレの遊ひ、が|・クラッチペダノレの調整をする

ない

.ベルトがスリッフ。する .ベルトの張りを調整する

(エンジン

取扱

説明書)

〆

、t
J''-

ー
ジ
投
書
一
〕
、
.4J

ン
制
明
一
割
引
い

エ

I
説一

30 

.ハンドルの効きが |・ワイヤが伸びた

悪くなった

(旋回しにくくなった)

.シャッターが開か|・過負荷によりパルスモータの

ない | ブレーカが落ちている

.ヒューズ、が切れている

.ハーネスが断線している

.ギヤモータが故障している

-ターンパックルの調整をする

.コントロールボ、ックスの電源を

切り、パルスモータの復帰を

待つ

.ヒューズを交換する

.ハーネスを点検する

.ギヤモータを交換する

29 

18 

17 

Fo 
n
d
 



付表
1 .主要筒元

ロEヨロ

型

機体寸法

質

散布部

クローラ

接地圧

旋 回

速 度

エ ン

散

名

式

全 長

全 市首

全 同ロ1 

ZE呈EZ 

ホッパ一容量

最大積載重量

散 布 方 式

スピンナ一回転速度

アジテータ回転速度

ク 口 フ 市首

中 'L:、 !Ie 離

接 地 長

空 車 時

積 載 時

方 式

F 
{g 速

R 

F 
高 速

R 

ユ/ ン

布 市首

グランドエース

SS5031 

2，640mm 

1，575mm 

1，965mm 

835kg 

600Q 

600kg 

スピンナ一式

590min-1(590rpm) 

53min-1(53rpm) 

400mm 

1，180mm 

1，355mm 

7. 5kPa (0. 07kg/ cm2) 

12. 9kPa(0. 13kg/cm2) 

湿式多板ブレーキ方式

3.0km/h 

2.5km/h 

7.0km/h 

6.0km/h 

ガソリンエンジン定格13kW(17.7PS) 

GX690H TJTK 

砂状 6""'7m I ゃ状 10""' 15m 

※この主要諸元は改良などにより、予告なく変更することがあります。
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付表
3.コントロールポックス回路図

一 〆ぺ世
田骨 骨

2 

12V)~ツテリヘ繍 フレードヒュ』ズ15A

14ト?一員3E:=:=酒|ー駒クス

4.主な消耗部品

部 晶 名 材‘ 部品コード 員数/台 備 考

Vベノレト(エンジン→走行ミッション) 03610 5120 730 2 LB-73 (AG-X) 

Vベルト(エンジン→中間軸1) 03610 5130 450 1 LC-45(AG-X) 

Vベノレト(中間軸1→中間軸2) 03610 5130 380 1 LC-38(AG-X) 

Vベノレト(中間軸2→散布ギヤボ、ックス) 03610 5120 310 2 LB-31 (AG-X) 

エアクリーナ用エレメント(エンジン) 47104 3411 000 1 
ホンダノミーツ No.

17210-Z6L-010 

オイルフィルタ(走行ミッション) 47104 3211 000 1 
クボ、タパーツ No.

スピンナーカバー 46105 3135 010 

スピンナーファン 47104 3132 001 4 

シャッターブ、ツシュ 46105 3142 000 1 

ブレードヒューズ 00900 0100 150 1 I 15アンペア

プレードヒューズ 00900 0100 300 1 130アンペア
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付表
5.定期点検と調整一覧表

ト 〈!
tゐ事- アワーメータ表示時間(H)

参F 昭'"、作
業 ページ
前 20 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 

エンジンオイルの点検・補給 • 25 

エンジンオイルの交換 • • • • • • 25 コ二

ン 点火プラグの清掃 • • • • • 26 
、ノ エアクリーナエレメントの清掃 • 25 

ン

在日
オイルフィルタ交換 • • • 26 

燃料フィルタの清掃 • • • • • 
点火プラグすき間の清掃 • • 26 

クローラ張力 • • • • • • 28 

走行ミッションオイル交換 • • 27 
走
HSTフィルタ交換 • 28 
1T ハンドルの点検 • 29 

. 
走行クラッチベダノレ点検 • 29 

操

作 駐車ブレーキペダル点検 • 29 

苦日 走行駆動Vベルト点検 • • • • • • 30 
支点部グリスアッフ。 • • • • • • • • • • • 28 
ノ¥ーネス、バッテリコード • • • • • • • • • • • 点検

散布ギヤボ、ックスオイル点検 • 28 

散布ギヤボックスオイル交換 • • • • • • 28 散 30h 

布
散布ギヤボックス駆動Vベルト • • • • • • 30 点検

寄日
スヒ。ンナーカバーの摩耗 • 
スピンナーの摩耗 • 
6.使用オイル一覧表

使 用 場 所 オイルの種類 量 備 考

走行ミッションケース スーノミーUDT 3Q 

散布ギヤボックス ギヤオイル #90 1. OQ 

エンジンオイル 10W-30 1. 5Q 
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